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４７２万円 ９７万円

災害対策
災害対策臨時管理費

岡山県洪水浸水想定区域が更新
されたことに伴い、ハザード
マップの改訂を行う。

６月会議で決まりました６月会議で決まりました
　令和８年６月３日～24日まで、６月会議が招集され、令和８年度一般会計補正予算（第２号）５億1800
万円など、27件の議案が議決されました。

子育て支援
病児一時預かり事業

現在休止中の鏡野国保病院で
の病児の一時預かり事業を令
和８年７月から再開する。

２２４０万円 １２０万円

子育て支援
小規模保育事業費

旧鶴喜保育園の園舎で民間
事業者が実施する小規模保
育事業を児童が利用した際
に支払う委託料。
令和８年９月開園予定。

自治振興
富財産区事業助成金

富ひらめ祭の補助金

１０６万円 ３億１５１７万円

農業振興
高温に強い岡山米優良種子供給対策事業

高温耐性品種「きぬむすめ」の
圃場を894.2aから1120aへ
拡大し安定供給体制を堅持する。
高性能乾燥機の導入を行う。

橋梁維持
真開橋橋梁改修事業費

床版の土砂化が著しく
取換えが必要なため、
仮設橋を設置し工事を
行う。

３７００万円 ４４３万円

学校管理
大野小学校臨時管理費

大野小学校改修・増築工事
に伴い、不足する駐車場の
造成工事費。

生涯学習
かがみのスポーツマルシェ開催事業費

スポーツに親しむ機会の提供を
図るため、幅広い年齢層が楽し
めるニュースポーツを中心とし
た新たなスポーツと、マルシェ
のイベントを開催する。

スポーツマルシェ
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反対反対
花房議員
　お試し住宅整備事業費補正予算960万
について、築60年弱の老朽化している
物件に対して、高額の事業費を投入する
ことは理解できない。また、小規模保育
事業費補正予算2240万円について
2025年６月の議会全員協議会において
の提案条件で、町の新たな財政支出を伴
わないこと、施設の利活用に係る光熱水
費、維持管理費等は、利用事業者の負担
とするとなっていたにも関わらず、継続
すれば、年間約4500万円に上る予算額
の提示に疑問を持つ。以上２項目におい
て、本件に反対する。

藤田議員
　鏡野町は財政難の中で、傷みの激しい
空き家を高い費用をかけてお試し住宅と
して改修する必要性に納得できない。公
募の方法も改善する必要がある。お試し
される方のニーズは、できるだけ安く借
りられるところを探している。

片田議員
　お試し住宅整備事業費について、以前から
町内４地域に短期型、長期型のお試し住宅を
配備する計画があり、議会も認識していた。
上齋原・奥津・富地域まで備わり、鏡野地域
の整備が残っていた。本町への移住定住を促
進するため、人口の流入を促すことが目的の
お試し住宅事業の推進の一環として、整備事
業費に賛成。ただ、今後においては、しっか
りと４地域のお試し住宅を利用してもらえる
よう、広報等に尽力してほしい。また選定委
員に専門的な知識のあるものを入れるなど、
選定委員設置要綱の見直しを検討することを
申し添えて賛成討論とする。

仲西議員
　契約もあって相手もあることで、これをし
ないことによってまたさらに混乱を招くこと
が懸念されるので、諸手を挙げて賛成という
わけではないが、致し方なく進めるしかない。
古い建物を選んで本当にその改修をしただけ
で、建物がきちっと使える状態で運用できる
のかというところに正直疑問がある。運用の
仕方について、しっかりと検証して改善する
必要がある。その上で致し方なく、賛成。

賛成賛成

討　論討　論
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◇除雪機械整備事業
　マルチプラウ付き除雪ドーザ８t級
　1426万円
　契約の相手方：コマツ美作株式会社

財産の取得財産の取得

◇大野小学校改修・増築工事
　４億8297万円
　契約の相手方：株式会社五月工建・株式会社鏡水
　　　　　　　　特定建設工事共同企業体

工事請負契約の締結工事請負契約の締結

賛成
９ 植木 竹下 小椋 鈴木 難波 光吉 片田 仲西 長石

令和８年度 鏡野町一般会計補正予算（第２号）
賛成多数で可決！

反対
２

※原議長欠席。牧田副議長は採決に加わりません
藤田花房
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請　　　願請　　　願

◇鏡野町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
条例の一部改正条例の一部改正

⒈　地域組織が抱える公共的な法的課題について、弁護士等への相談費用を補助する制度を創設
すること。

2.　開発事業等の重大な事案に対し、住民側の主体的な法的整理や交渉（代理委任）を可能にす
るための経費助成を検討すること。

3.　地域リーダーが法的トラブルを恐れず、安心して活動に従事できるための相談窓口や伴走型
支援体制を整備すること。

９１５万円

物価高騰対策
高齢者福祉施設運営補助金

原油・物価高騰の影響を受ける高齢者福祉施設の安定的な運営を供するため補助金を交付する。
（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）

５月会議で決まりました５月会議で決まりました
　令和８年５月11日に、随時会議が招集され、令和８年度一般会計補正予算（第１号）９１５万円など、
２件の議案が議決されました。

■ 請願第１号
鏡野町における地域住民主体のまちづくりを支える「地域法務支援制度」の創設に関する請願

⒈　中学校での35人学級を確実に実施すること。また、学級編制標準の引下げ等、さらなる少
人数学級の推進について検討すること。 

⒉　学校の働き方改革・長時間労働縮減を実現するため、加配教職員の増員や少数職種の配置増
など教職員の定数改善を推進すること。 

⒊　自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削減 
はおこなわないこと。 

⒋　新規採用を持続的に確保し、教職員がその専門性を十分に発揮できる職場環境を整えるとと
もに、長時間労働の是正や適正な給与水準の確保などにより意欲をもって働くことができる
よう、教職員の処遇改善に必要な財政措置を講じること。

⒌　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負
担制度の負担割合を引き上げること。

■ 請願第２号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための、2027年度政府予算に係る意見書採択の請願

議員の旅費を「一般の職員に支給する旅費の例による。ただし、自家用車による交通費は支給し
ない。」に改める。

改正鏡野町旅費支給条例が令和８年４月１日から施行され、日当及び食卓料が廃止され、
一般職員には支給されないが、議員のみ支給される不均衡が生じるために所要の改正を行う。

主な変更点
・日当（県外3,500円、県内2,500円）を廃止
・食卓料（2,000円）を廃止
・宿泊料は都道府県基準に統一
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令和８年度  町村議会議長・副議長研修会＆表敬訪問令和８年度  町村議会議長・副議長研修会＆表敬訪問
  ～地方創生と人口減少対策及び鏡野町の発展のために～
【日　　程】 令和８年５月26日～27日
　　　　　　 １日目：東京国際フォーラム内研修会
　　　　　　 ２日目：Ｂ＆Ｇ財団事務所、岡山県選出の衆・参議院議員会館
【派遣議員】 議　長：原　章倫、副議長：牧田俊一

■ 研修と訪問の目的
　１日目は、地方自治体が直面している地方創生
と人口減少対策の課題に対し、全国の自治体議会
議長・副議長が一同に参加し、有識者３名による
現状と改善及び対策を学ぶ講演と女性議員３名登
壇によるディスカッションに参加。
　２日目は、鏡野町の地域発展に多大に寄与され
ているＢ＆Ｇ財団を表敬訪問。その後は岡山県選
出の衆・参議員の事務所を訪問し、鏡野町が発展
していくための政策について協議した。

■ 研修会内容 
     ●　地方創生の先行き─地域未来戦略とともに─
     　　　講　師：一般財団法人地域活性化センター理事長　林﨑　理
     ●　人口減少社会における外国人の確保・育成の実践
     　　　講　師：東海大学教養学部人間環境学科教授　万城目正雄
     ●　男女共同参画で地域を元気に～人口減少社会を生き抜く方策～
     　　　講　師：京都女子大学学長　竹安栄子
     ●　女性模擬議会の取組
     　　　モデレーター：京都女子大学学長　竹安栄子、宮城県蔵王町議会議員３名
     　　　テーマ：町制施行69年の空白を経て、女性議員の誕生・新しい風が吹く町へ

■ 表敬訪問先 
     ●　公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団　　
     ●　衆議院第二議員会館、参議院議員会館

■ 研修を終えて 
　今回の研修は、地域づくりに「第５次産業革命としてＡＩの登場と活用政策」、「外国人
労働者の確保と育成」、「男女共同参画で地域を元気に」をテーマにした講演内容で、未
来に可能性を感じる国になるために『ピンチをチャンスに！』力を合わせて進み総意工夫
で地域活性化を学んだ。また、表敬訪問先の公益財団Ｂ＆Ｇ財団関係者の方との協議では、
鏡野町との自治体連携開始から30年超を迎え、今後も地域社会の持続的発展への連携強
化と幅広い事業活動の展開をお願いしました。２日間で学んだ内容を議会からの政策とし
て積極的に提言してまいります。
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〔京都女子大学学長　竹安栄子氏〕

はやしざき　　おさむ

まんじょうめ　まさお

たけやす　ひでこ
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会

　旧鶴喜保育園施設等の有効活用のため、子育て支援に資する事業の実施等が見
込まれる団体に当該施設を無償で貸し付ける。期間は令和13年３月31日まで。

３　財産の無償貸付について３　財産の無償貸付について

　令和７年度税制改正に伴い、所要の経過措置を講じるよう改正を行う。
２　鏡野町障害者医療費給付条例の一部を改正する条例の一部改正について２　鏡野町障害者医療費給付条例の一部を改正する条例の一部改正について

　児童福祉法等の改正により改正が必要となった、鏡野町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定める条例、鏡野町乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例及び鏡野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例を、整理条例により改める。

１　児童福祉法等の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について１　児童福祉法等の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

　一般廃棄物の適正処理を推進するため、町が直営で、
し尿処理（収集運搬）をしておらず、今後もする見込
みがないため、し尿処理に係る手数料の定めを削る。

２　鏡野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について２　鏡野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

　法律の一部改正に伴い、個人番号カードの機能を持つ特定在留カード及び特定
特別永住者証明書の交付が開始されるため、特定在留カード等の利用を可能とす
る改正を行う。

１　鏡野町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について１　鏡野町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告

●付託された議案２件は、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

●付託された議案３件は、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。
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　予算決算常任委員会も２年目となりました。審査の方法もこれまでのグループ審査
から、課ごとの審査へと変更されました。また質疑は事前の通告に基づき１事業につ
き３回までとするなどの変更を行いました。今後もより充実した予算決算審査ができ
るよう、少しずつ改善し取り組んでいきたいと考えています。９月の「決算議会」で
は、今まで以上に準備を行い審査に臨みたいと思います。

予算決算常任委員会予算決算常任委員会

　補正予算への質疑から

●付託された議案５件のうち一般会計補正予算については賛成多数で、他の議案
　４件は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。

◆令和８年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）
◆令和８年度鏡野町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
◆令和８年度鏡野町富財産区特別会計補正予算（第１号）
◆令和８年度鏡野町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
◆令和８年度鏡野町下水道事業会計補正予算（第１号）

◆ 国民健康保険病院の病院整備設計委託料

当初は３階建ての予定であったものを２階建てにするプランを検討しており、
免震構造を耐震構造へ変更する予定で、その内容に沿った実施設計を行う。

Q
A
設計委託の実施内容は。

◆ 多層的支援システム構築事業

岡山県教育委員会からの委託で学校規模の条件から選定され、県内では４校
が対象となっている。小学校算数が対象で、目的はデータに基づいて学習の
つまずきを早期発見・対応するもので、目標として粘り強く問題解決できる
児童を育成する。

Q
A
事業内容の説明となぜ鶴喜小学校だけなのか。

◆ 防災イベント開催事業費

イベント経費削減のため、消防団との調整を行ったことによる。昨年からの
変更点として、来場者の動線について検討の余地があり内部で検討している。
地域の防災活動が訓練まで進んでいない現状を踏まえ、「参加し、学び、体
験し、訓練する」と段階的にステップアップしていく将来像のもと、今回訓
練の要素を取入れた。

Q
A
例年実施している事業なのになぜ補正予算なのか、また内容の変更は。



〜
一
般
質
問 

〜

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
執
行
機
関
に
対
し
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

かがみの議会だより・第29号 8

議会だよりには、１問のみ掲載しています。〇印のものは掲載していません。議会だよりには、１問のみ掲載しています。〇印のものは掲載していません。

ページ 議  員  名 質  問  内  容

花房　　尚

藤田　照子

光吉　　準

片田八重美

牧田　俊一

仲西　祐一

植木　　卓

竹下　桂輔

小椋　明美

鈴木　大介

9

9

10

10

11

11

12

12

13

13

○国の交付金
○農業振興費
○町農業委員会
①富小学校跡地を利用した木育施設

○地域福祉の推進
○高齢者福祉の推進
①生活習慣の改善

①瀬島町政一年目を振り返ってー行財政改革と総合計画
○人工芝をやめプラスチック大国からの転換を
○図書館について

①幸福感が実感できるまちづくりとは

①認可地縁団体について
○基幹業務システムの標準化と電子郵便について
○橋の管理体制について

○鏡野町におけるDX推進の戦略的加速について
①観光局について

①消防団の環境整備の充実について

①農業構造転換集中対策期間・鏡野町は何ができるか
○令和９年度からの水田政策転換・鏡野の水田はどう対応するか

①生涯学習とスポーツの推進

○観光振興と公共的交通機関について
○公共施設について
①防災・減災の推進について     

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

総
務
産
業
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告



かがみの議会だより・第29号9

答弁答弁

町では現在３つの取組を進めている （①楽しく続けられる仕掛け
②自身の健康状態の見える化  ③個別支援の充実）　

住民が主体的に健康づくりに
取組むための方策は

質問質問

一問一答方式 藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

答答 答答
　
　
　
若
い
方
で
も
急
性

　
　
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な

る
方
が
増
え
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
運
動
習
慣
の
定
着
。

健
康
教
室
等
を
通
じ
て
食

生
活
改
善
活
動
の
充
実
。

禁
煙
、
適
正
飲
酒
や
十
分

な
睡
眠
と
ス
ト
レ
ス
の
軽

減
。
健
診
に
よ
り
高
血
圧

や
脂
質
異
常
症
を
早
期
に

見
つ
け
、
生
活
改
善
や
治

療
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
努
め

て
い
る
。

　
　
　
生
活
習
慣
を
途
中

　
　
か
ら
改
善
す
る
の
は

難
し
い
。
ど
う
す
れ
ば
改

善
で
き
る
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
確
か
に
難
し
い
の

で
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努

め
る
取
組
を
始
め
て
い
る
。

内
容
と
し
て
は
、
乳
幼
児

健
診
時
に
栄
養
相
談
、
生

活
リ
ズ
ム
や
食
生
活
に
関

す
る
相
談
、
助
言
を
保
護

者
に
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
か
ら
は
、
５
歳
児
健
診

で
就
学
を
見
据
え
て
望
ま

問問問問

し
い
生
活
習
慣
を
啓
発
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
運
動
面
で
は
ど
う

　
　
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
現
在
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
や
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
90
日
事
業
な
ど
で
、
運

動
習
慣
の
定
着
事
業
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
事
業
を

継
続
し
て
充
実
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

　
　
い
な
い
か
。
ユ
ニ
ー

ク
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
を

つ
く
る
な
ど
で
き
な
い
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
全
力
歩
行
テ
ス
ト
、

足
踏
み
テ
ス
ト
な
ど
を
体

力
チ
ェ
ッ
ク
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
見
直
し
な
ど
を
現
在
研

究
中
で
あ
る
。

問問問問 答答答答

閉校した旧富小学校

答弁答弁

資材価格の高騰や建築労務費の上昇
などの事業費の増大が想定される

富地域の「木育施設」整備事業は
今年度、なぜ急に中止になったのか

質問質問

一問一答方式 花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

答答 答答

問問答答

　
　
　
閉
校
し
た
富
小
学

　
　
校
に
「
木
育
施
設
」

を
整
備
す
る
と
い
う
計
画

は
、
今
年
に
な
っ
て
な
ぜ

急
に
中
止
さ
れ
た
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
小
学
校
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
用
途
変

更
の
た
め
の
整
備
事
業
費

が
、
当
初
想
定
し
た
額
を

大
き
く
上
回
り
、
加
え
て
、

資
材
価
格
の
高
騰
や
建
設

労
務
費
の
上
昇
な
ど
今
後

さ
ら
な
る
整
備
事
業
費
の

増
大
も
想
定
さ
れ
る
。
運

営
面
に
お
い
て
も
、
試
算

の
結
果
、
収
入
に
対
し
て

運
営
費
用
や
維
持
管
理
費

に
多
く
の
経
費
を
投
下
し

な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い

と
い
う
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

 

　
「
木
育
施
設
に
す 

　
　
る
」
と
い
う
発
表
に
、

富
地
域
の
人
は
大
き
な
期

待
を
持
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
発
表
以
降
、
「
説
明

会
」
は
何
回
行
っ
た
か
。

ま
た
、
中
止
の
こ
と
は
伝

え
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
計
画
の
初
期
段
階

に
お
い
て
、
富
地
区
の
区

長
会
に
対
し
一
回
説
明
会

を
実
施
し
た
。

問問問問

　
現
在
、
県
外
の
学
校
法

人
か
ら
立
地
に
つ
い
て
の

打
診
も
あ
り
開
学
に
向
け

て
の
協
議
調
整
を
行
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
条
件

が
整
っ
た
ら
、
富
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
改
め
て
お
知

ら
せ
す
る
。

　
　
　
町
在
住
の
木
工
関

　
　
係
者
の
方
は
、
改
善

点
の
提
案
や
展
示
す
る
お

も
ち
ゃ
の
制
作
な
ど
を
続

け
て
き
た
。
そ
の
人
た
ち

の
善
意
と
努
力
に
ど
の
よ

う
に
報
い
て
い
く
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
木
工
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
事
業
化
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
多
く
の
方
々
に
木

材
の
持
つ
「
や
さ
し
さ
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

の
創
出
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告



かがみの議会だより・第29号 10

答答

答弁答弁

住民の御理解と御協力で町政運営を進めてきた
病院再編事業の見直し等では混乱を招いた

総合計画策定と行財政改革に取組んだ
瀬島町政１年目を振り返っての感想は

質問質問

一問一答方式 光吉 　準［みつよし ひとし］ 議員

答弁答弁

住民参画型の看板製作はシビックプライドの
醸成に効果的な事業だと思う

町民主体による
看板製作を事業化できないか

質問質問

一問一答方式 片田 八重美［かたた やえみ］ 議員

問問答答 答答

　
　
　
６
月
会
議
の
冒
頭

　
　
で
新
た
な
予
算
編
成

方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
１

点
目
は
予
算
編
成
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
２
か
月
の
前
倒

し
で
予
算
審
査
に
時
間
を

か
け
よ
う
と
い
う
も
の
だ

が
、
こ
こ
に
予
算
編
成
過

程
の
公
開
は
入
ら
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

編
成
過
程
で
は
、

町
の
財
政
状
況
の
分
析
や

経
済
見
通
し
な
ど
不
安
定
、

不
確
定
な
要
素
も
含
め
な

が
ら
検
討
す
る
。
十
分
に

整
理
さ
れ
て
な
い
途
中
段

階
で
の
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
は
、
予
算
編
成
自
体

に
混
乱
を
与
え
る
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

透
明
性
の
確
保
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

予
算
編
成
の
実
効
性
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
踏
ま

え
な
が
ら
、
適
切
な
情
報

提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
す
る
。

　
　
　
い
き
な
り
編
成
過

　
　
程
を
全
部
公
開
し
ろ

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

ま
ず
来
年
度
の
予
算
編
成

は
こ
う
い
う
方
針
、
基
本

問問問問

的
な
考
え
で
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
公
開
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
予
算
編
成
方
針
の

公
開
に
つ
い
て
は
内
部
で

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
行
財
政
改
革
審
議

　
　
会
が
ま
と
め
る
行
革

プ
ラ
ン
を
町
民
と
共
有
す

る
場
を
ど
の
よ
う
に
設
定

す
る
か
、
選
択
と
集
中
で

公
共
施
設
の
在
り
方
や
補

助
金
に
つ
い
て
大
幅
に
見

直
そ
う
と
い
う
と
き
、
町

民
の
理
解
を
ど
う
得
る
か

が
大
切
だ
が
。

　
　
町
　
長

　
　
　
各
地
域
で
の
説
明

会
を
実
施
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
後
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
、
住
民
・
関
係
者
の
御

意
見
を
い
た
だ
き
、
最
終

的
に
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
い
。

問問答答

答答答答 答答
　
　
　
モ
ン
ベ
ル
鏡
野
店

　
　
の
相
乗
効
果
に
期
待

す
る
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
イ

ベ
ン
ト
関
係
、
若
し
く
は

モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
エ
リ

ア
に
該
当
し
な
い
町
内
の

チ
ラ
シ
を
置
く
に
は
、
本

部
の
許
可
と
有
料
制
で
あ

る
と
聞
き
、
矛
盾
を
感
じ

て
い
る
。
調
整
で
き
な
い

か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
一
般
企
業
に
関
す

る
こ
と
で
あ
り
、
モ
ン
ベ

ル
店
自
体
は
、
鏡
野
町
が

誘
致
し
た
企
業
で
あ
り
、

申
請
し
て
で
も
チ
ラ
シ
等

を
置
か
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
矛
盾
は
感
じ
て
い
な
い
。

　
　
　
モ
ン
ベ
ル
店
の
チ

　
　
ラ
シ
は
町
内
の
観
光

施
設
に
無
料
で
置
い
て
あ

る
。
調
整
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
町
　
長

　
　
　
相
手
の
い
る
話
で

は
あ
る
が
、
話
は
し
て
み

た
い
。

　
　
　
観
光
に
関
す
る
財

　
　
源
確
保
は
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
宿
泊
税
の
導
入
は

多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、

財
源
確
保
は
重
要
で
あ
り
、

問問問問問問

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
返

礼
品
充
実
で
寄
付
の
増
加

に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、
交

流
人
口
に
よ
る
町
内
消
費

を
促
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
を

対
象
の
補
助
金
制
度
も
多

く
あ
り
観
光
局
と
協
力
し

進
め
た
い
。

　
　
　
地
域
が
大
切
に
思

　
　
う
ス
ポ
ッ
ト
を
看
板

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
町
民
公
募
式
に
す
れ
ば
、

や
が
て
町
民
が
自
慢
で
き

る
町
に
な
る
の
で
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
地
図
ア
プ
リ
利
用
が
増

え
て
い
る
が
、
提
案
の
住

民
参
画
型
の
看
板
作
成
は

事
業
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
効
果
あ

る
事
業
だ
と
お
も
う
。
設

置
責
任
も
含
め
法
令
等
い

ろ
い
ろ
研
究
し
た
い
。

〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

総
務
産
業
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告



かがみの議会だより・第29号11 〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

答答答答

答弁答弁

手続書類等が負担軽減になるよう
取組んでいる　

認可地縁団体の許可手続きの
支援制度は

質問質問

一問一答方式 牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

答弁答弁

現場の乖離を認め行政が深く関与

観光局の計画は実行されているか質問質問

一問一答方式 仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員

　
　
　
認
可
地
縁
団
体
制

　
　
度
と
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
市
町
村
の
許
可
と

公
示
を
も
っ
て
法
人
化
す

る
仕
組
み
。
こ
れ
に
よ
り
、

団
体
名
義
で
の
不
動
産
登

記
や
印
鑑
登
録
が
可
能
に

な
り
、
個
人
名
義
で
の
登

記
に
伴
う
相
続
ト
ラ
ブ
ル

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
、
町
内
で
は
33

団
体
（
鏡
野
地
域
18
団
体
、

奥
津
地
域
15
団
体
）
が
認

可
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
認
可
地
縁
団
体
許

　
　
可
に
対
し
行
政
の
支

援
制
度
・
相
談
窓
口
の
整

備
は
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
支
援
体
制
の
窓
口

は
総
務
課
で
あ
る
。
分
か

り
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
様
式
の
掲
載
、
ひ
な

型
の
提
供
、
ま
た
、
個
別

の
相
談
等
で
き
る
限
り
自

治
会
の
皆
様
の
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
認
可
地
縁
団
体
と

　
　
し
て
創
設
す
る
た
め

に
は
法
律
上
、
構
成
員
の

問問問問問問

答答答答 問問 名
簿
の
提
出
が
必
要
で
あ

る
が
基
準
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　

地
方
自
治
法
上
、

年
齢
の
制
限
は
な
く
構
成

員
で
あ
る
場
合
、
子
ど
も

の
氏
名
も
記
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
実
務

上
、
構
成
員
と
の
意
思
決

定
、
ま
た
は
自
治
会
の
そ

れ
ぞ
れ
の
運
用
実
態
に
応

じ
て
、
一
律
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。

　
　
　
行
政
と
し
て
認
可

　
　
地
縁
団
体
を
ど
の
よ

う
に
指
導
や
管
理
を
お
こ

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
申
請
の
相
談
、
受

付
審
査
、
規
約
や
代
表
者

等
の
変
更
に
伴
う
届
け
出

の
受
理
や
公
示
な
ど
、
認

可
地
縁
団
体
制
度
に
つ
い

て
の
制
度
周
知
も
お
こ
な

っ
て
い
る
。

答答

　
　
　
令
和
５
年
度
か
ら

　
　
の
観
光
局
の
事
業
計

画
が
進
捗
し
て
お
ら
ず
、

実
際
は
内
容
通
り
に
実
行

で
き
ず
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
。
現
在
の
体
制
で
は

町
の
観
光
産
業
を
強
力
に

牽
引
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
行
政
が
お
任
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
外
部

人
材
に
何
を
頼
み
ど
う
取

組
む
の
か
、
連
携
体
制
を

抜
本
的
に
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。

問問

　
　
町
　
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
観
光

局
が
自
ら
必
要
と
判
断
し

た
人
材
を
招
く
形
態
を
取

っ
て
い
た
が
、
現
場
で
の

乖
離
（
か
い
り
）
が
生
じ

た
と
聞
い
て
い
る
。
組
織

の
抜
本
的
な
強
化
を
図
る

た
め
に
は
、
行
政
側
も
よ

り
深
く
関
与
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
は
地

域
活
性
化
起
業
人
な
ど
の

外
部
知
見
の
導
入
で
補
完

す
る
形
で
、
令
和
８
年
度

は
人
材
を
派
遣
し
て
い
る
。

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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答弁答弁

68か所のうち建築時期不明を含め
25か所

旧耐震基準で建築された
消防機庫・消防器具庫は

質問質問

一括方式 植木 　卓［うえき たく］ 議員

答弁答弁

地域計画を基軸に農地集積を進め、
夢アグリ鏡野や営農組織との連携を強化する 

国の農業構造転換集中対策期間を、
鏡野町の農地と担い手を守る機会にできるか

質問質問

一問一答方式 竹下 桂輔［たけした けいすけ］ 議員

答答答答

問問答答

　
　
　
地
震
に
よ
り
、
消

　
　
防
機
庫
・
消
防
器
具

庫
が
全
壊
や
一
部
倒
壊
に

な
っ
た
場
合
、
町
の
対
応

策
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
ま
ず
、
消
防
団
員

の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

対
応
し
、
施
設
の
安
全
確

認
を
行
い
そ
の
上
で
、
消

防
車
輌
や
資
機
材
の
被
害

状
況
を
確
認
し
、
消
防
団

活
動
の
継
続
を
図
る
。
施

設
の
使
用
が
困
難
な
場
合
、

地
元
集
会
所
の
活
用
や
、

近
隣
分
団
と
の
連
携
に
よ

り
、
活
動
拠
点
を
確
保
す

る
。
　
　
　
防
災
対
策
に
対
し
、

　
　
各
課
の
横
断
的
連
携

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
特
定
の
担
当
課
だ

け
で
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
町
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
各
課
が
連

携
し
て
取
組
む
。
今
後
は
、

地
域
や
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
等
と
協
力
し
て
い

く
。 問問問問

　
　
　
消
防
団
の
環
境
整

　
　
備
の
格
差
是
正
に
ど

の
様
に
取
組
む
か
。

　
　
危
機
管
理
監
　

　
　
　
実
態
調
査
を
令
和

８
年
度
中
を
目
途
に
、
全

68
か
所
で
実
施
す
る
。
結

果
を
踏
ま
え
、
地
域
ご
と

の
課
題
と
緊
急
性
を
整
理

し
、
計
画
的
に
施
設
間
の

格
差
是
正
に
取
組
む
。

　
　
　
消
防
機
庫
・
消
防

　
　
器
具
庫
の
施
設
管
理

の
明
文
化
や
管
理
指
示
、

各
分
団
か
ら
の
要
望
の
対

応
は
。

　
　
危
機
管
理
監
　

　
　
　
管
理
は
各
分
団
に

委
ね
、
要
望
は
危
機
管
理

室
で
順
次
対
応
し
て
い
る
。

土
地
・
建
物
の
登
記
名
義

は
地
元
地
区
や
個
人
所
有

が
混
在
し
て
お
り
、
台
帳

整
備
の
中
で
把
握
に
務
め

る
。
今
後
、
管
理
の
明
文

化
を
含
め
検
討
す
る
。

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら

　
　

11
年
度
の
５
年
間
、

国
は
２
・
５
兆
円
規
模
の

農
業
構
造
転
換
集
中
対
策

を
打
ち
出
し
た
。
担
い
手

の
高
齢
化
と
農
地
維
持
の

困
難
化
が
深
刻
な
中
、
こ

の
５
年
間
で
鏡
野
町
は
何

を
重
点
的
に
取
組
む
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

今
後
５
年
間
を

「
地
域
農
業
の
維
持
か
ら

次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け

た
重
要
な
期
間
」
と
位
置

付
け
、
地
域
計
画
を
基
軸

と
し
て
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
を
進
め
る
と
と
も
に
、

夢
ア
グ
リ
鏡
野
や
営
農
組

織
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
　
　
集
積
先
と
な
る
べ

　
　
き
担
い
手
自
身
が
減

り
続
け
て
い
る
現
実
が
あ

る
。
集
積
と
担
い
手
の
確

保
・
育
成
は
両
輪
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
年

度
中
に
動
き
出
す
見
通
し

は
あ
る
か
。 

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
上
齋
原
地
域
へ
の

夢
ア
グ
リ
鏡
野
の
事
業
展

開
が
、
地
域
内
に
担
い
手

の
い
な
い
農
地
を
町
の
中

問問問問

核
的
担
い
手
が
引
き
受
け

る
具
体
的
な
例
に
な
る
。

農
事
組
合
法
人
・
町
・
夢

ア
グ
リ
鏡
野
の
三
者
で
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
受

け
皿
の
機
能
強
化
を
図
る

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

る
。
　
　
　
各
地
区
の
地
域
計

　
　
画
に
は
目
標
値
が
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

維
持
の
数
値
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
集
中
対
策

期
間
に
、
農
家
と
町
が
一

緒
に
な
っ
て
目
標
を
積
み

上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
農
地
集
積
面
積
や

担
い
手
へ
の
集
約
状
況
な

ど
既
に
把
握
し
て
い
る
指

標
も
活
用
し
な
が
ら
、
地

域
計
画
の
推
進
状
況
を
見

え
る
化
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

研
究
す
る
。

答答答答

問問問問 答答答答

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

総
務
産
業
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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※
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
で
あ
り
、

台
風
等
の
接
近
に
よ
る
大
雨
に
よ

っ
て
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
時

に
、
自
分
自
身
が
と
る
標
準
的
な

防
災
行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、

自
ら
考
え
命
を
守
る
避
難
行
動
の

た
め
の
一
助
と
す
る
も
の
で
す
。

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

答弁答弁

自主防災組織、防災講座等での周知、啓発を図り、
早期避難につながる取組を進めていく

各自で作成するマイ・タイムライン※を
どう啓発しているか

質問質問

一問一答方式 鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

　
　
　
令
和
８
年
５
月
末

　
　
よ
り
防
災
気
象
情
報

が
変
わ
っ
た
が
、
何
が
変

わ
り
、
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
避
難
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

主
な
変
更
点
は
、

大
雨
や
土
砂
災
害
、
河
川

氾
濫
、
高
潮
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
、
情
報
の
名

称
に
「
レ
ベ
ル
１
〜
５
」

の
警
戒
レ
ベ
ル
が
明
記
さ

れ
る
。
「
洪
水
警
報
」

「
洪
水
注
意
報
」
は
廃
止

さ
れ
、
河
川
の
区
分
に
応

じ
て
伝
え
方
が
変
わ
り
、

「
氾
濫
警
報
」
と
な
り
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
の
情

報
と
し
て
、
新
た
に
「
危

険
警
報
」
が
創
設
。
避
難

行
動
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３

で
「
高
齢
者
等
避
難
」
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
「
避
難

指
示
」
、
警
戒
レ
ベ
ル
５

は
「
緊
急
安
全
確
保
」
と

さ
れ
て
い
る
。

　
日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
等
で
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
気
象
庁
防
災
サ

問問

ー
ビ
ス
「
キ
キ
ク
ル
」
な

ど
を
活
用
し
、
早
め
の
避

難
行
動
を
心
掛
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

 　
　
　
河
川
氾
濫
警
報
に

　
　
つ
い
て
鏡
野
町
に
該

当
す
る
河
川
は
あ
る
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
洪
水
予
報
河
川
の

対
象
区
間
は
な
い
。

　
　
　
鏡
野
町
内
で
は
４

　
　

つ
の
警
報
の
う
ち
、

該
当
す
る
も
の
は
大
雨
と

土
砂
災
害
の
２
つ
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。

答答

問問問問 答答答答

答答

問問答答答答 問問

答弁答弁

現在は制度化していないが、本町にあう
形を研究し、学びの機会の充実に努める

生涯学習出前講座を
新設してはどうか

質問質問

一問一答方式 小椋 明美［おぐら あけみ］ 議員

　
　
　
住
民
の
も
と
へ
学

　
　
び
を
届
け
る
「
生
涯

学
習
出
前
講
座
」
の
制
度

を
新
設
し
、
防
災
や
健
康
、

財
政
な
ど
を
身
近
に
学
べ

る
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
学
び
を
地
域
に
お

届
け
す
る
取
組
み
に
も
通

じ
る
大
変
有
意
義
な
提
案

と
受
け
止
め
る
。
現
在
は

要
請
に
応
じ
た
個
別
対
応

の
み
で
、
制
度
化
は
し
て

い
な
い
。
他
自
治
体
の
事

例
収
集
か
ら
始
め
、
本
町

に
あ
う
形
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
多
く
の
課
を
横
断

　
　
す
る
内
容
に
な
る
が
、

各
課
の
連
携
・
協
力
は
可

能
か
。
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
既
存
の
情
報
を

伝
え
る
形
か
ら
で
あ
れ
ば

低
予
算
で
始
め
ら
れ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長 

　
　
　
各
課
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
。
今
あ
る
対

応
を
講
座
と
し
て
ど
う
取

り
ま
と
め
、
業
務
の
中
で

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
、

各
課
の
状
況
を
確
認
・
検

問問答答 問問

討
す
る
。

　
　
　
住
民
の
学
習
ニ
ー

　
　
ズ
調
査
は
ど
の
よ
う

に
行
う
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長 

　
　
　
公
民
館
講
座
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
、
公
民
館
長

が
日
頃
の
住
民
と
の
会
話

か
ら
求
め
る
学
び
を
把
握

す
る
方
法
が
中
心
。
こ
れ

ら
を
通
じ
て
要
望
を
研
究

す
る
。

　
　
　
双
方
向
の
対
話
で

　
　
職
員
と
町
民
の
接
点

が
増
え
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
接
点
が
増
え
、
町

の
仕
事
や
制
度
を
身
近
に

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な

る
こ
と
は
意
義
深
い
。
そ

の
点
も
含
め
在
り
方
を
研

究
し
て
い
く
。

６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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６
月
会
議

６
・
５
月
会
議

議
長・副
議
長
研
修
報
告

総
務
産
業
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告

委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

難
波
　
達
男

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

小
椋
　
明
美

　
　
　
　
　 

竹
下
　
桂
輔

　
　
　
　
　 

植
木
　
　
卓

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ29 議会用語
議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　予算成立後に生じた事情により、既定の予算の内容に変更を加えるもので
ある。新たな事業の実施等により増額する場合もあれば、内容の変更等によ
り減額する場合もある。当初予算と同様、議会の議決を経て決定される。

編
集
後
記

　

子
ど
も
の
頃
、
夏
休

み
の
朝
は
ラ
ジ
オ
体
操

で
始
ま
り
ま
し
た
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
眠
い
目

を
こ
す
っ
て
長
い
谷
沿

い
の
道
を
登
っ
て
い
く

の
が
億
劫
だ
っ
た
も
の

で
す
。
最
近
は
子
ど
も

も
体
操
の
輪
も
減
り
、

賑
や
か
な
声
を
聞
く
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
蝉
の
声
だ
け

は
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら

ず
町
に
響
い
て
い
ま

す
。
さ
て
、
６
月
会
議

で
は
補
正
予
算
な
ど
を

審
議
し
た
ほ
か
、
『
地

域
法
務
支
援
制
度
』
の

創
設
を
求
め
る
請
願
に

込
め
ら
れ
た
切
実
な
声

が
、
議
会
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ

が
続
き
ま
す
。
こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
心
が

け
、
ど
う
か
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。
麦
茶
で
も
飲

み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
竹
下
桂
輔
）

令和８年 第28回
上齋原神社おんな相撲大会

令和８年 第28回
上齋原神社おんな相撲大会

補正予算とは？

　毎年恒例のおんな相撲大会を開催しました。例年は上齋原神社での開催
ですが、今年はあいにくの雨模様で、会場を屋内ゲートボール場へ移して
の開催となりました。参加選手は32名でした。鏡野町をはじめ福岡県、
大阪府、東京都など、全国からエントリーしてくださいました。この大会
は“常に女性が輝ける土俵を”ということで様々な
工夫をしています。
　パフォーマンス部門、花相撲、相撲甚句、行司、
審判員も女性で、出番を増やしました。今回も町
内外からたくさんの協賛をいただき子どもさんた
ちも懸賞幕をかかげる係で参加をいただきました。
本当に感謝しかないですね。
　今年、優勝の星乃山さんは初参加で、１年間ご
主人を相手に練習されたと言われていました。来
年もまた開催できるように私たちも踏ん張って 
「ハッケヨイ ノコッタ」 です。とおっしゃってい
ました。

日時：
　令和８年５月３日㈰
　11時20分から開催
場所：
　上齋原屋内ゲートボール場　

上齋原 猪八戒会長　田淵優一さんにお話をお伺いしました。

良
君
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

め
ざ
し
て
る

か
ら

速
い
ん
だ
よ

う
ん

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

行
き
た
い
ね

応
援
で

だ
め
だ

　

こ
り
ゃ

じ
ゃ
あ

か
が
み
も

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

め
ざ
し

　
　

た
ら

よう
やりょうる

なぁ～♪
がんばって

いる町民
に突撃イ

ンタビュー

次回の発行は令和８年11月１日の予定です。

津髙書記・瀬島局長・坂口書記

４月の人事移動で３名が議会
事務局へ配属になりました。

写真左から


